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リチウム空気電池は空気中の酸素を正極活物質に用いることから、現行の二次電池
と比べ非常に高いエネルギー密度が期待されている。正極において、電解液中のLi+

と酸素が反応して高表面積な炭素材料の表面にてLi2O2が析出する。細孔内に
もLi2O2が析出することが知られているメソ-マクロ孔性炭素を電極材料に使用した
場合、細孔の深さ方向にLi2O2の析出状態が変化していることが予想され、正極内
部での酸素と電解液の拡散性に大きく影響を与えると考えられる。このため、電極
性能の向上のためには析出状態を詳細に把握することが重要であるといえる。そこ
で、メソ-マクロ孔性炭素材料であるカーボンゲルのディスク状の電極を作製し、こ
の充放電状態の異なる電極断面を走査型電子顕微鏡にて観察した。この結果、限界
容量の半分程度の放電深度であれば厚さ方向への影響はほとんどなくLi2O2が析出す
ることが判明した。

実験
Experimental

レゾルシノールとホルムアルデヒドを重合させて得られる樹脂を炭素化し、ディス
ク状のカーボンゲルを作製した。このディスク状電極を正極、金属Liを負極、電解
液を1M LiTFSI TEGDME溶液とした空気電池セルを組み立て、電流密度50 mA/g
で10 h放電した。
放電前の電極と十分に洗浄した放電後の電極をカーボンテープで試料台に固定し、
電界放射型走査電子顕微鏡（JEOL, JSM-7700F）にて観察を行った。

結果と考察
Results and Discussion

放電状態の異なる電極断面のSEM-EDXによるO元素の線分析の結果をFig. 1に示す。
ここから、2.0 mAh cm-2までの放電初期の段階では放電反応の進行に伴い、Li2O2

の析出を示すO割合が厚さに関わらず均一に増加していることがわかる。一方、限
界放電容量である4.2 mAh cm-2まで放電した場合、酸素導入側に大幅にLi2O2の析
出が偏っていることが判明した。このことから、過度に放電することで析出し
たLi2O2が細孔を閉塞し、放電が終了していることが示唆された。
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Fig. 1 EDS line profiles of cross-sectional CGM at different discharge depths.
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